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論文内容要旨

  ミクロネ シア (Micronesia) は, 日本の南方西太平洋上に浮ぶ島嶼群の地理的区域の呼称

 で, かつてはわが国が領有 し南洋群島と呼んだ地域である。 太平洋の広い地域で, 南北は赤道か

 ら北回帰線まで, 東西 は東経 ユ30uから 175。までの間におよそ 2, 000 の小さな島が散在 している。

  ミクロネ シアは現在4施政区分となっていて, 1つはアメ リカ領グアム (Guam) である。 他

 は, グアムの北に並ぶ列島群北マリアナ連邦。 南西の端に近いあたりの群島がベラウ共和国。 そ

 の北のヤップ島 (Yap) と, そこから真東に 2,000 ～ 3,000伽離れたトラ ・ン ク諸島 (Truk),

 ポナペ島 (Pollape), クサエ島 (Kusaie) を包括 してミク ロネ シア連邦。 さらに東の洋上に

 点在する小島群のマーシャル共和国の4施政区であ る。 しか し, 地理的には北マリアナとグアム

 を一つに してマリアナ群島 (Mariana)。 ヤップ, パラオ (Palau) およびその周辺の小島をま

 とめて西カロリン群島 (West Caroline)。 トラック, ポナペ, クサエおよびその周辺島を

 まとめて東カロリン群島 (East Caroh ne), そ してさらに東のマーシャ ル群島 (MarshalD

 の4地域に区分される。

  広大な範囲の太平洋上に散在するこれらの島々は, 自然環境や, そこに住む人々の生活文化 も,

 群島毎に, あるいは島毎に違いがあり固有性が強い。

  ミクロネ シアは高温多雨な立地条件にあり, マー シャル群島を除いて東西力ロリ ン, マリアナ

 の諸島には森林植生が発達 し熱帯 雨林を形成 している。

  熱帯雨林域と してのミクロネ シアは, 古くからフロラの研究をは じめ, 植生・生態学的な関心

 を呼び, 多くの研究者によって調査が行なわれてきた。 なかでも目立った研究は金平 (1933),

 Hosokawa (1934 ～ 1967 ), Fos berg (1955 ～ 1982) 等である、、 しか し, 今までの研究は

 多く がフロラ に関する もので, 植生学的には部分的, 断片的で植生分布に関する定説 も確立され

 るに至っていない。

  筆者は1972年以来十数回にわた り, ミクロネシアの主要島を訪ね, 植生の豊富な東西カロリン

 群島を中心に, 植生に関する調査研究を行なった。 まず, 植物社会学的な方法による群落区分を

 行なって, ミクロネシアの植生の位置づけを行ない, またこれと併行して, フロラの上で不備が

 残されている シダ植物についての分類地理学的調査を行なって, 木本植物の分布と合せ, ミク・ネ

 シアの植物地理的分布特性を明 らかにした。 以下はその概要である。

 1. ミクロネシアの植物群落

  ミクロネ シアのうち, 森林植生が比較的よく 発達 している東西カロリ ン群島の主要島, ヤッ ブ

 パラオ、 ポナペの諸島の植生について植生調査資料を収集 し, これをまとめた結果 i7 群集, 20

 群落が区分された。 この 17 群集のうち 10 群集は新群集として記載した ものである。 さらに, こ

 れ らの植生単位について検討し, 上級単位設定も行なって, 以下のような植物社会学的体系がま

 とめられた。
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 2. 森林植生の植生学的位置づけ 一アイスー トオンクラスー

  植生調査資料によ る群落区分とその体系化を行なった結果, ミクロネシアの森林植生は, ヤブ

 ツバキク ラスにまとめられてい る東ア ジアの照葉樹林, また熱帯アジアからニューギニ アにおよ

 ぶフタ バガキ 科を 中心とする熱帯 雨林とはク ラス を別にする特有な ものであること がわかった。

 それが, ミクロネ シァの森林植生と して新たに設定されたアイスー トオ ンク ラスである。

 3. シダフローラを中心としたミクロネシアの植物地理的分布特性

  地球的 レベルの植生の指標と してよく用いられる木本植物は, 広い範囲での分布特性をみる上

 に重要である。 ミクロネ シア に産する木本植物のうち, 二つ以上の島に分布する 149種について,

 ミクロネ シア周 辺地域との植物地理 的比較を行なった。

  その結果, ミク臼ネ シアのフローラは固有性が高いが, 地理分布の区系からみると, ポリネシ

 アとの関係が最も強く, 次いでニューギニア, フィリッピン, 小笠原の順である。 また小笠原と

 の関係はごく 僅かで, これによってミク ロネ シアと小笠原の間に設定されている細川線が裏づけ

 られ た。

  また, ミクロネ シア地域内の植物地理的区分について, 各島のシダ植物フローラをあげ, これ

 を検討 した結果, シダ・フローラは大きく2分され, る。 一つはマリアナ群島と西カ ロリ ンを一括

 一716一



 する区域で, ここは Helmillthostachys zeyl anica, Lygodium salicifolium,

Lygodium circinnatum, Pteris ensifor mis, Adi antum philippi nense,

 Cyathea lunulata, Pyrrosia adnasce ns など, フィリッピン～マ レイ 系の種が比較

 的多く分布 している。 一方東力ロリ ン群島には Lyc opodium phyllanthum, Microtri-

 chomanes dichotomum, Mecodium reinwardtii, Lindsaea obtusa, Lin一

⊂1saea rigida, Humata banksii, Cyathea nigricans, Asplenium scolo-

 pelldropsis などが分布し, これらはニ ユーギニア～ポリネシア系の種で, マ リアナ～ 西カロ

 リン区域にはみられない。 さらに細かな区分では, 北マリアナ区域, 南マリアナ区域, 西力ロ

 リ ン区域, 東カロリ ン区域, マーシャル区域の5区分とすることもできる。

  また, これ らの基礎になった各島螺別のシダ・フローラは, サイパン島 29 種, ロタ島 44 種,

 グアム島60 種, ヤップ51 種, パラオ諸島119種, トラック43種, ポナペ島 121 種, クサエ島

 64 種。 さらにミク ロネ シア地域内のシダ・フローラを, 新種1, 新組換え変種2を含む19科195

 種, 5変種 にまとめた。
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 L∫ロdsae四 〇〇[:usa・ 乙コ:ロd58e8 rfglda, 仔um溜じa むaπκ5fi・ σγ日仁盈θa ρゴgr=fc∂月3,

 細ρ1enコi〔皿, 3Cσ10ρεπゴrσρsi5・ Pro58ρζゴ8 ヨユ8亡aウ 琵89ゴ月UIariθ ∫コ8radoxa・

 月0 1nd適cated species.

 σむθ誠む13 d858c臨 馳仁erogon1㎜ ρ加n8ta・

 棍 crol ep18 ㎝i1 即3i3.

 Lアgodiu皿 aur工cula亡u切 ・

 Bolb1ε18 quoyaη8, Cy8仁ねθ8 ara皿aga皿θn313, σ亡e目1亡エ3 1θρ1ger8。
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 論文審査の結果の要旨

  わが国の南, 西太平洋上に散在する2千余の島嶼群であるミクロネ シアは高温多湿の立地条件

 にあって, 東西カロリン, マリアナの諸島には熱帯雨林の発達が見られ, 古くから植物相の研究

 や植物生態的な研究調査が行われていた。 しか しそれらの研究は部分的, 断片的な記述が大半で

 とくに植生学的 に総合化さ れた 報告がなく, また植生分布 に関する定説の 確 立 に も 至 っ て い な

 かった。 本論文の著者は, 植生が比較的豊富である東西カロリ ン群島を中心に して ミク ロネ シア

 の植生学的な調査研究を行ない, 植物社会学的方法による群落区分そ して体系化を試み, あわせ

 てシダ植物の分類地理学的調査を行なって本論文をまとめている。 その成果をみると, ミクロネ

 シアの群落は 17群集, 20 群落に区分されることを指摘 し, そのうち10群集が新しく 記載されて

 いる。 そ してこれらの植生単位と他地域のそれとの比較検討, 上級単位設定についての検討をし

 て, ミクロネ シァの植物群落とその体系をまとめている。 それは, 大きく森林を3者にわけられ

 ると して, 海岸林, マングローブ林, それより内陸側の森林とし, 植物社会学的に7つの上級単

 位 (ク ラス), 5オーダー, 7群団にまとめている。 森林以外に海岸草本植生, 低木・マント群

 落, 二次草原が類別されると し, これらは2群団と未決定単位4者にまとめている。 この成果で

 評価できることは, 東アジアの代表的照葉樹林であるヤ ブッ バキクラスや, 熱帯ア ジアを代表す

 るフタバガキ 科植物 を主とする熱帯 雨林 とは, クラスを全く別にする植生アイ スー トオ ンク ラス

 で特徴づけられることを明らかに した点である。 ミク ロネ シア固有のアイ スー トオ ンクラスの植

 生域を初めて認めた点である。 一方, シダ植物のフローラを各島別に検討した結果, ミク・ネシ

 アのシダ分布域は2大別されると して, 一つはマリアナ群島と西カロリ ンを含む区域, 他は東力

 ロリ ンの群島で, それぞれの区域を特徴づけているシダ植物を明確に している。 この成果は分類

 地理学一ヒ重要な指摘を したことで評価される点であ る。 以上により, 本論文は筆者が自立 して研究

 活動を行なうに必要な研究能力と学識を十分に有していることを示している。 よって, 中村武久

 提出の 論文 は理学 博士の学位論文と して合格と認め る。

 ～719一


